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近年のテラヘルツ技術の進展に伴い，10-3 台の高い変換効率を達成している高強度のテラヘルツ波

(THz波)の発生報告がされている[1]．しかしながら，それらの発生方法では，増幅器を有する高強度の

励起レーザー等のように励起源が大型化になることが多い．これに対し我々は，発振器レベルの小型

の励起レーザーで発生する高繰返しな THz波パルス列に注目し，共振器構造を用いて増大する手法を

提案し，その実証に向け取組んでいる[2]．本研究では，誘電体微小球内を伝搬するウィスパリングギ

ャラリーモード(WGM)を用いて，THz波を微小球内に閉じ込め，増大を図る方法に注目した．WGMは

内部を全反射で周回し原則散乱光以外はほぼ漏れがないため，106台の高い Q値が見込め，高い増大効

果が期待される．そこで今回は，直径 3 mmのポリプロピレン(PP)製の微小球と ATR プリズムを用い

てWGMとの結合を THz-TDSで確認した．そして，WGMの周期に合わせた THz波パルス列を発生さ

せて，WGMの増大を実証した．  

Fig. 1で示すように，ポンプ光を PBSを用いて 2つの光路

に分け，一方に微小球 1 周程度分の光学遅延(約 47 ps)を与

えた．2つのポンプ光で発生した THz波パルス列を ATRプ

リズムを用いて微小球に入射させた．これにより得られた

時間波形を Fig. 2 に示す．WGM1 が入射波の振幅の約 2％

で観測された．図より，WGM 共振器内で 1st THz pulse と

2nd THz pulseがちょうど重なったとき，いずれも単一のと

きの振幅よりも増大しており，2nd THz pulseに対しては約

1.4倍増大していることが確認できる．  

 

 

 

Fig. 1 光学配置図． 

Fig. 2. (a)WGM共振器内での増大を確認するために THz-TDSの波形測定結果, 

(b)各時間波形の 85~105 ps付近の拡大図． 

 (b)  
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